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Special Topics 4 Educational Plaza教育のひろば No.36

白 石 市 立　白 川 中 学 校
教 育 目 標

「進取」
「敬愛」
「活力」

目 指 す 生 徒 像

目 指 す 教 師 像

●学力向上への取り組み
　平成20年度は、授業力の向上と、学習習慣の形成を図り
学力の向上を目指す、次の５つの取り組みを行っています。
①教師全員による研究授業と授業検討会、生徒と保護者に
よる授業評価を通して、授業力の向上に努めます。
②指導内容と評価方法などを教員、生徒、保護者の三者で共
有します。
③「読書の時間」と「補充の時間」の充実化を通して、基礎や
基本の指導徹底に努めます。
④「家庭学習帳」や「生活の記録」を通して、基本的な生活習
慣を身に付けさせます。
⑤「ノーＴＶ＆ゲームｄａｙ」の実施により、家庭での会話や
読書、学習時間の増加を図ります。
●伝統行事
①立志登山（刈田岳山頂）　２年生は蔵王の刈田岳山頂で立
志式を行います。保護者の皆さんと１時間ほど登山した後、
山頂で一人ひとりが将来の生き方を大きな声で発表しま
す。昭和45年から続いている行事で、中学生の時に自身が経
験している保護者もいます。霊峰蔵王の登山を通して、郷土
への愛着が生まれています。
②巣箱作り・巣箱掛け　昭和30
年の全国巣箱コンクールで文部
大臣賞を受賞して以来、巣箱作
りと巣箱掛けを行っています。ま
た、白石川の白鳥に餌をあげる活
動も毎年続けています。平成18
年５月には、長年の野生動物保
護の功労により、環境省自然環
境局長賞をいただきました。これ
からも愛鳥活動に力を入れてい
きたいと思います。
③孫の手作り　昭和59年から、お年寄りに感謝の気持ちを
込めて、孫の手を全校生徒で製作し、敬老会で贈呈していま
す。地元の竹を使用し、３年生が下級生に作り方の手順や注
意点を説明します。白川中の伝統と地元の竹細工が、しっか
りと後輩に受け継がれています。

●地域とともに
　（開かれた学校づくり）
①文化祭　地区民の皆さ
んを招待し、自分たちが日
ごろ学習・体験してきた
成果を発表する場です。
昨年も劇「河

かっ
童
ぱ
の涙」や恒

例の合唱コンクールを行
い、盛大な拍手をいただきました。また、クイズやマッサージ
などを通して、地域の高齢者の皆さんと交流を深めました。
生徒たちは、夏休み前から積極的に練習に取り組んでいます。
②地域のための美化活動
　年２回、地域の清掃活
動を行っています。地区内
の道路脇などのごみ拾い
や分別作業、ＪＲ北白川駅
舎の清掃活動を通して、
地域貢献と環境問題を体
験しながら、地域の一員と
しての自覚を高めています。
③地区民体育大会　昨年、白川地区民体育大会の一種目と
して中学校の校内マラソンが加わったため、生徒全員が地
域の皆さんの大きな声援の中で、力いっぱい走り抜きまし
た。毎日、朝と帰りに全校トレーニングで培った持久力を見
せることができました。
④農業体験（食育学習）
　今年から、白川振興会
議などの地域の協力を得
て、公民館近くの田んぼを
借り、稲（もち米）を育てて
います。講師は地元農家
の皆さんです。農業を知
らない子どもが増えてい
る中、食育を考える良い機会です。
　５月７日の田植えには、保育園児と小学生も参加しまし
た。秋には収穫祭を行う予定です。

  市内の各中学校では、学習指導要領の狙いを受けて「子どもたちの生きる力をはぐくむ」さまざまな教育活動を行い、
特色ある学校づくりを進めています。「教育のひろば」では、家庭・学校・地域がお互いを理解するとともに、同じ目的
に向かって協力し合える姿を目指し、教育活動の紹介を行っています。今月は白川中学校です。
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●特色ある教育活動
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　５月３日から５日まで、ホワイトキューブで第50回全日本こけしコンクール
が開催されました。今回のコンクールには、延べ224人の工人が1,063点の
作品を出品。厳正な審査の結果、市内在住の新

にい
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さんの作品「9.5号」
が内閣総理大臣賞に選ばれました。また、会場内ではこけしの実演販売など
の多彩なイベントが行われ、３日間で約48,000人が来場しました。
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弥治郎系工人
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●市内在住の受賞者一覧（敬称略）
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第50回全日本こけしコンクール
～ほほえみの年輪を重ねて～


